
 今年は１１月に入り、 

 秋らしくなってきたと

思っていたら、すぐ冬になってしまったような、短

い秋でした。 

１１月１１日に開催した文化祭には、たくさん

の方が来校してくださいました。本当にありがと

うございました。 

生徒たちの精一杯の演技、演奏を地域の皆

様にもご覧いただくことができ、大変嬉しく思っ

ています。生徒たちも、さぞ張り合いがあったこ

とと思います。 

生徒会と３年生が中心になって、プログラム

最後の全校生徒の合唱まで全力で披露してく

れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒たちの成長には本当に驚かされます。実

りの秋の名にふさわしい文化祭になったと思っ

ています。 

観覧席を１００席と予備席を用意しておりまし

たが、立ち見になってしまった方も出てしまいま

した。大変申し訳ありませんでした。 

秋には収穫祭があります。日本では昔から収

穫祭とは、神社の秋祭りのことで、締めくくりは

１１月２３日の新嘗祭（にいなめさい）です。 

その年の収穫に感謝し、お祝いし、来年の五

穀豊穣を願ってお祭りをします。 

日本では年間の生活サイクルは、稲作を中

心にできているとも言われます。そう考えると、１

１月が１年間の成果を評価する月とも言えます。 

まだ２学期だから文化祭も学年の途中だと

感じる方も多いと思いますが、文化祭でお話し

したように、３年生は文化祭を中学校生活最後

の発表の場として、一線を引きます。そこからは、

自分の次の進路に向け、本格的に行動を開始

します。 

立冬の頃から、農家の方は冬支度と翌年の

春に向けて田畑の準備を始めます。冬の間に、

どれくらいの準備をし、力を蓄えていくかで、春

からの生活に大きな差が生まれます。 

今も昔も、農業も文化も、学習も運動も、すべ

てが繋がっているように感じます。 

人間は自然と共存して生きています。間もな

く１２月です。新しい年に向けて準備を始めまし

ょう。 

 

 

有年保育所、有年・原幼稚園の子供たちが

中学校に来てくれました。 

中学生が先生代わりに 

なって過ごしてもらうので 

すが、遊んでもらっていた 

のは中学生の方だったか 

もしれません。 

子供たちと遊ぶと体力 

を消耗したようでしたが、 

文化祭と収穫祭 
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「志」高く、学ぶ意欲と思いやりの心が充ちる生徒の育成 
～夢の実現に向かって、明るく、やさしく、誠実に行動～ 
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上：創作ダンス発表 
下：琴の演奏によるオープニング 



優しい気持ちにさせても 

らった様子で、中学生も、 

また一歩、大人に近づい 

たように思います。 

ちいさな子供たちが 

素敵な時間をプレゼント 

してくれました。 

ありがとうございました。 

 

 

今年も関西福祉大学の先生をお招きして、

受験に向けての面接指導と教養としてのマナ

ーについて教わりました。 

人柄は、言葉づかいや身だしなみ、態度はも

ちろんですが、姿勢やその人が持っている雰囲

気にも表れます。 

面接や試験の時だけうまくやろうとしても見

抜かれてしまいます。 

普段からどんな言葉を使っているか、どんな

表情で過ごしているかを意識して、理想の自分

に近づけていくかが重要です。 

日常が練習 

場所です。 

その場しの 

ぎではうまく 

いきません。 

 

 

 

 

「苦しいときの神頼み」という言葉があります。

私も、神様にお願いしたことが何度もありました。 

願いが叶った時もれば、叶わなかったことも

あります。 

あるとき、“商売の神様”と呼ばれている方が、

「神様に、お願いしてはいけないよ。いつも

ありがとうございますと、お礼をするんだ

よ」と話しているのを聞きました。 

それ以来、神様にお願いすることは止めて、

感謝の気持ちと、今から努力しようと思うことを

お知らせするようにしています。 

今でも、神頼みしてしまうこともありますが。 

もうひとつ、幸せになる方法として、「他人の

ためにお金を使う」ことを勧められました。 

どうすればいいかわからないときは、１円でも

いいから寄付や募金などをするといいと。 

お金は自分の所で止めてはいけない。流れ

を止めると水と一緒で腐ってしまう。だからお金

の流れを止めないように上手に使うことが必要

だと父に教えられたことを思い出しました。 

また、「下心があってもいいから、こっそ

り、人のためになることをする」ようにとも教

わりました。 

お坊さんの修行に托鉢（たくはつ）というもの

があります。なぜそれが修行なのかわからなか

ったのですが、ある方の説明で、托鉢は説法

（せっぽう）と同じで教えを人々に説いていくと

同じことだといいます。 

どういうことかというと、人が貧しい理由は、

お金を自分のためにしか使わないから貧し

くなる。人に与える喜びを味わってもらう機会

を生み出すことが托鉢の目的なのだそうです。 

それを知った時は“目からうろこ”でした。 

人が最も幸せや充実感を感じるのは、自分

の成長を感じた時と自分が誰かに貢献できた

と感じた時だと言われています。 

それがわかれば、あとは行動するだけです。

何事も行動に移さなければ変化しません。 

「動けば変わる！」 

毎日の生活に進化を起こしていきましょう！ 

今年もまだ、１ヶ月も残っています。 

今日一日、あなたは何から始めますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１２月の行事予定 

２日（土）楢原交流学習会 
５日（火）中学校特別支援学級合同体験学習会 
７日（木）学校保健委員会 
１１日（月）習熟度テスト(3年) 
１２日（火）義士学習 
１４日（木）義士祭(休業日) 
１５日（金）    PTA女性役員選考 
１７日（日）    三世代交流もちつき 
１８日（月） 
１９日（火） 
２０日（水）しめ縄づくり(1年) ★給食最終日 
２２日（金）終業式 
２５日（月）冬季休業(～1/8) 
２９日（金）学校閉庁(～1/3) 

個別面談 

幸せに生きるには？ 


